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国立情報学研究所（NII）のサービスが新しくなりました．
～地質学雑誌第１巻から閲覧できます～

http://ci.nii.ac.jp/

これまでご利用いただいていた電子図書館サービス
(NACSIS-ELS)は，NII論文情報ナビゲータサービス
"CiNii(サイニイ)"と一本化し，2005年4月1日から新たな
学術情報サービスを開始しました．この新サービス開始
に伴い，これまでご登録いただいたNACSIS-ELS のID
とパスワードとは別に，新たにCiNii用のIDとパスワー
ドの申請・取得が必要となります（会員証明を済ませた
書面での申請は不要で，各自でweb画面からの申請が可
能です）．利用登録をしなくても，題目と出典元など簡
易書誌情報までは閲覧が可能です．利用登録を行えば，
これまで同様，地質学雑誌，講演要旨を全文閲覧できま
す（地質学論集は，別途著作権使用料が課金されます）．
現在データベースの移行途中のため，閲覧の際には文献
によって，NACSIS-ELS（旧サービス）もしくはCiNii
（新サービス）どちらかのID とパスワードが必要となります．2006年度からは，すべてCiNiiに一本化され，旧サービスのIDとパスワードは使
用できなくなります．

CiNiiを利用するためには，利用申請（登録）と，登録料2,100円/年が必要となります．（大学・研究所等に所属されている方で，所属団体が，
NII と機関別定額制契約をしている場合は，個人負担をせずに，自由にアクセスできます．契約団体一覧はNIIのHPで確認ができます）．
サービス内容，利用登録の詳細については，http://ci.nii.ac.jp/ をご参照いただくか，下記までお問い合わせ下さい．

CiNiiとは・・・
国立情報学研究所（NII）では，国内外の有用な学術情報資源との連携を可能とすることを目標とし，各種サービスを提供しています．その

内の１つとして，NII論文情報ナビゲータ“CiNii”を提供します．CiNiiでは，学協会で発行された学術雑誌や大学等で発行された研究紀要な
どを検索し，検索された論文の引用文献情報（どのような論文を引用しているか，また，どのような論文から引用されているか）をたどった
り，本文を参照したりすることができます．

【利用申請に関する問い合わせ先】
〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋2-1-2
国立情報学研究所開発・事業部 コンテンツ課利用申請担当
E-mail: user-request@nii.ac.jp Tel：03-4212-2300
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オマーンオフィオライトに見られる“White pool”

写真・文　二ノ宮　淳（住鉱コンサルタント）

オマーンオフィオライトでは，かんらん岩とはんれい岩の境界部

（過去のモホ面）付近のワジ（涸れ沢）沿いで，カルシウムに富む高

アルカリ性湧水（pH＝11－12）とそれに伴う炭酸塩の沈殿現象がよ

く知られている．白色の炭酸塩沈殿物が河床を覆っている場所は，

white poolと呼ばれている（例えば，Hanna, 1995; Morishita & Arai,

1998，写真はWadi Al Majnabにおけるwhite pool，川幅約15m）．

カルシウムに富む高アルカリ地下水は，かんらん岩と天水起源地

下水との反応による現世での蛇紋岩化により，地下水にCa2＋やOH－

が付加されて形成され（例えば，Barnes & O'Neil, 1969），湧出する

と大気CO2，あるいは表流水中のHCO3－と反応して，カルシウム炭酸

塩を沈殿する（例えば，Barnes & O'Neil,1971）．

この現象は，地球温暖化防止のためのCO2鉱物固定技術の天然類似

現象としても注目されている（例えば，小林ほか，2004）．

文　献

Barnes & O'Neil ,1969, Geo. Soc. Am. Bull., 80, 1947-1960.

Barnes & O'Neil ,1971, Geol.Soc.Am.Bull., 35, 699-718.

Hanna,1995, Field Guide of the Geology of Oman.

小林ほか，2004，物探学会講演要旨．

Morishita & Arai, 1998, Sci. Rep. Kanazawa Univ., 43, 13-24.

表紙紹介

会員の個人認証（ID・パスワード）の
お知らせ

会員の個人認証システムを整備いたしました．学会HP上での会員

向けの情報提供に対して必要となるID・パスワードは以下の通りで

す．

例）会員NO 1234567の地質太郎（Chishitsu Taro）さんの場合

ID：1234567，パスワード：ct1234567

（注）氏名頭文字の「ふ」→「F」，「ち」→「C」と登録していま

す．

このIDとパスワードは個人固有のものです．他人に教えたり，流

用したりしないで下さい．現在学会HP上では，「会員のページ」，

「The Island Arc誌の無料閲覧」のアクセスの際に，このIDとパスワ

ードが必要となっています．

ご不明な点は，学会事務局<main@geosociety.jp>までお問い合わ

せ下さい．

（日本地質学会オンライン化委員会）

ID：会員番号（雑誌送付時の封筒に記載されている７ケタの数字）

パスワード：氏名のアルファベット頭文字（小文字）＋会員番号
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＊
取
消
料
は
申
込
み
締
切
後
，
出
発
３
日
前
ま
で
は
50
％
，
２
日
前
以
降
は
全
額
と
な
り
ま
す
．

＊
参
加
費
用
に
は
旅
行
傷
害
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
．

＊
案
内
書
は
費
用
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
．
大
会
期
間
中
に
会
場
に
て
販
売
し
ま
す
の
で
，
各
自
購
入
し
て
下
さ
い
．

＊
集
合
地
点
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
し
て
下
さ
い

＊
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用
す
る
場
合
，
参
加
者
の
皆
様
に
運
転
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

＊
集
合
・
解
散
の
場
所
，
時
刻
等
に
変
更
も
あ
り
え
ま
す
の
で
，
学
会
期
間
中
は
掲
示
板
の
案
内
に
注
意
し
て
下
さ
い
．

＊
参
加
者
が
定
員
の
３
／
４
に
満
た
な
い
場
合
に
は
，
見
学
旅
行
が
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

班
記
号

班
・
名
称

見
学
コ
ー
ス

主
な
見
学
対
象

期
日

定
員

案
内
者

費
用
概
算

地
形
図

備
考

（
＊
リ
ー
ダ
ー
）

（
1/
2.
5万
）

A B C D E

京
都
西
山
山
地
の

超
丹
波
帯
・
丹
波

帯 京
都
府
南
部
の
領

家
変
成
帯
北
縁
部

泉
北
丘
陵
の
大
阪

層
群
下
部

小
断
層
解
析
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

山
城
の
国
の
木
津

川
と
支
流
の
天
井

川

（
8：
50
）
JR
東
海
道
線
高
槻
駅
南
口
集
合

→
（
9
：
0
6
）
高
槻
市
営
バ
ス
乗
車
→

（
9：
10
）
阪
急
高
槻
駅
市
バ
ス
乗
車
→
高

槻
市
川
久
保
下
車
→
川
久
保
谷
→
ポ
ン
ポ

ン
山
頂
上
（
昼
食
）
→
東
海
自
然
歩
道
→

本
山
寺
→
川
久
保
→
（
15
：
43
）
高
槻
市

営
バ
ス
乗
車
→
（
16
：
07
）
JR
高
槻
駅
南

→
（
16
：
11
）
阪
急
高
槻
駅

JR
奈
良
線
宇
治
駅
集
合
（
9：
00
）
→
宵
待

橋
→
東
海
自
然
歩
道
→
犬
打
峠
→
原
山
→

和
束
→
JR
木
津
駅
解
散
（
16
：
30
）

（
１
日
目
）
12
：
00
頃
和
歌
山
市
加
太
駅
集

合
→
野
外
実
習
（
和
歌
山
市
加
太
北
方
海

岸
），

（
２
日
目
）
9：
00
理
学
部
地
質
学
鉱
物
学

教
室
前
集
合
，
午
前
午
後
講
習
会
（
京
都

大
学
に
て
），
17
：
00
頃
解
散

JR
京
都
駅
八
条
口
集
合
（
9：
00
）
→
大
池

神
社
・
巨
椋
池
干
拓
地
→
木
津
川
御
幸
橋

→
流
れ
橋
→
不
動
川
→
デ
・
レ
ー
ケ
砂
防

歴
史
公
園
→
椿
井
大
塚
山
古
墳
→
JR
京
都

駅
解
散
（
17
：
00
頃
）

超
丹
波
帯
高
槻
層
（
ペ
ル
ム
紀
？
）
の
岩
相
と
堆
積

構
造
，
超
丹
波
帯
－
丹
波
帯
境
界
断
層
，
丹
波
帯
の

三
畳
紀
付
加
体
・
本
山
寺
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
岩
相

と
産
出
化
石
，
丹
波
帯
出
灰
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
・
ポ

ン
ポ
ン
山
砂
岩
，
京
都
西
山
の
中
・
古
生
界
の
地
質

構
造

領
家
変
成
帯
の
低
変
成
度
泥
質
変
成
岩
，
変
成
チ
ャ

ー
ト
の
褶
曲
，
木
屋
花
崗
岩
に
よ
る
接
触
変
成
．

和
泉
層
群
中
の
小
断
層

巨
椋
池
干
拓
地
の
現
況
，
京
都
南
部
の
輪
中
堤
，
遊

水
地
巨
椋
池
と
太
閤
秀
吉
の
工
事
，
江
戸
時
代
の
木

津
川
堤
防
，
天
井
川
の
今
と
む
か
し
，
近
代
砂
防
発

祥
の
地
，
デ
・
レ
ー
ケ
の
遺
産

9/
17

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
17
・

9/
21

（
日
帰
り
2

日
）

9/
21

（
日
帰
り
）

30
名

20
名

20
名

20
名

武
蔵
野
　
実
＊
，

楠
　
利
夫
，

丹
波
地
帯
研
究
G

竹
内
圭
史
，

西
岡
芳
晴

山
路
　
敦
＊
，

大
坪
　
誠
，

佐
藤
活
志
，

冨
田
　
智

鈴
木
一
久

80
0円
（
バ
ス
代
）

4,
00
0円

70
0円

7,
00
0円
程
度
（
参
加

人
数
に
よ
り
変
動
）

高
槻
，
淀
，
法
貴
，

京
都
西
南
部

宇
治
，
田
辺
，
笠
置

山 加
太

川
久
保
よ
り
全
行
程
徒

歩
（
約
10
ｋ
ｍ
）．
昼
食

持
参
．
集
合
場
所
の
JR

東
海
道
線
高
槻
駅
南
口
，

阪
急
電
車
京
都
線
高
槻

駅
い
ず
れ
も
可
能
．
雨

天
中
止

レ
ン
タ
カ
ー
使
用
．
昼

食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
．

17
日
の
野
外
実
習
は
現

地
集
合
，
現
地
解
散
で

す
．
海
岸
を
徒
歩
で
５

k
m
程
移
動
．
昼
食
持
参

の
こ
と
．
17
日
の
宿
泊

は
各
自
で
ご
予
約
下
さ

い
．
21
日
の
室
内
実
習

に
は
，
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
（
W
in
d
ow
s）
を
な

る
べ
く
持
参
の
こ
と
．

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
．

昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
．

第
11
2年
学
術
大
会
　
見
学
旅
行
一
覧

見
学
旅
行
開
催
内
容
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
．
見
学
旅
行
Ｃ
班
「
泉
北
丘
陵
の
大
阪
層
群
下
部
」
は
，
見
学
地
の
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
．
ご
了
承
下
さ
い
．

申
込
締
切
は
，
８
月
12
日
（
金
）
で
す
．
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
．（
申
込
は
，
京
大
学
生
協
宛
：
各
種
申
込
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
）

C
班
は
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
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班
記
号

班
・
名
称

見
学
コ
ー
ス

主
な
見
学
対
象

期
日

定
員

案
内
者

費
用
概
算

地
形
図

備
考

（
＊
リ
ー
ダ
ー
）

（
1/
2.
5万
）

F G H I J K L M N

白
亜
紀
巨
大
琵
琶

湖
コ
ー
ル
ド
ロ
ン

古
琵
琶
湖
層
群
下

部
の
層
序
と
足
跡

化
石

領
家
花
崗
岩
類
の

変
形
構
造
：
亜
マ

グ
マ
期
変
形
・
延

性
変
形
・
脆
性
変

形 古
琵
琶
湖
層
群
の

デ
ル
タ
成
堆
積
物

神
戸
層
群
の
凝
灰

岩
と
地
す
べ
り

和
泉
層
群
と
中
央

構
造
線

花
折
断
層
・
琵
琶

湖
西
岸
断
層
帯
と

16
62
年
寛
文
地
震

変
形
・
透
水
試
験

機
設
計
入
門

水
路
実
験
に
よ
る

堆
積
物
挙
動

京
大
農
学
部
前
バ
ス
停
付
近
（
8：
00
）
→

比
叡
山
頂
（
8：
45
～
9：
45
）
→
田
上
花

崗
岩
（
10
：
30
～
11
：
30
）
→
安
土
（
火

砕
流
堆
積
物
）（
12
：
30
～
14
：
00
）
→
土

山
（
火
砕
岩
岩
脈
）（
15
：
00
～
16
：
30
）

→
JR
京
都
駅
着
（
18
：
00
）

JR
草
津
駅
西
口
集
合
（
8：
30
）
→
三
重
県

伊
賀
市
周
辺
→
JR
草
津
駅
解
散
（
17
：
30
）

京
大
農
学
部
前
バ
ス
停
付
近
集
合
（
8：
30
）

→
岸
和
田
市
河
合
町
（
10
：
30
～
14
：
00
）

→
貝
塚
市
水
間
寺
（
14
：
30
-1
5：
30
）
→

JR
新
大
阪
駅
（
17
：
00
頃
）

JR
草
津
駅
西
口
集
合
（
8：
30
）
→
甲
賀
油

日
～
櫟
野
→
水
口
周
辺
→
JR
草
津
駅
解
散

（
17
：
30
頃
）

JR
西
宮
駅
（
9：
00
）
→
豊
岡
北
→
日
西
原

→
西
畑
→
北
畑
→
JR
新
神
戸
駅
（
18
：
00

頃
）
→
JR
三
宮
駅
（
18
：
30
）

JR
新
大
阪
駅
集
合
（
9：
00
）
→
信
達
金
熊

寺
→
風
吹
隋
道
→
根
来
→
上
黒
谷
→
JR
新

大
阪
駅
解
散
（
17
：
30
）

京
大
農
学
部
前
バ
ス
停
付
近
集
合
（
8：
30
）

→
左
京
区
北
白
川
→
大
津
市
花
折
峠
→
大

津
市
葛
川
→
大
津
市
伊
香
立
→
大
津
市
真

野
→
大
津
市
雄
琴
→
大
津
市
歴
史
博
物
館

→
JR
京
都
駅
（
17
：
00
頃
）

（
１
日
目
）
京
都
大
学
理
学
部
地
質
学
鉱
物

学
教
室
（
玄
関
前
集
合
10
：
00
），
試
験
機

設
計
セ
ミ
ナ
ー
，
試
験
機
見
学
，
実
験
デ

モ
．

（
２
日
目
）
参
加
者
に
よ
る
設
計
発
表
会

（
9：
00
～
12
：
00
頃
）

京
都
大
学
理
学
部
地
質
学
鉱
物
学
教
室

（
玄
関
前
集
合
10
：
00
），
堆
積
構
造
セ
ミ

ナ
ー
，
水
路
実
験
見
学
，
実
験
デ
モ

（
17
：
00
解
散
）

琵
琶
湖
南
部
眺
望
，
白
亜
紀
火
山
ﾑ深
成
活
動
の
産

物
（
花
崗
岩
，
火
砕
流
堆
積
物
，
火
砕
岩
岩
脈
）

古
琵
琶
湖
層
群
下
部
の
広
域
火
山
灰
層
，
ゾ
ウ
類
の

足
跡
化
石

領
家
古
期
花
崗
岩
に
発
達
す
る
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
帯

（
河
合
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
，
神
於
山
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
）

に
お
け
る
，
花
崗
岩
マ
イ
ロ
ナ
イ
ト
及
び
変
形
角
閃

岩
の
変
形
構
造
，
領
家
古
期
花
崗
岩
（
水
間
花
崗
閃

緑
岩
）
の
変
形
構
造

砕
屑
性
デ
ル
タ
堆
積
物
と
火
山
砕
屑
性
デ
ル
タ
堆
積

物
（
阿
山
累
層
・
蒲
生
累
層
，
虫
生
野
テ
フ
ラ
の
二

次
堆
積
）

a）
地
す
べ
り
地
形
見
学
：
豊
岡
北
地
す
べ
り
，
豊

岡
凝
灰
岩
（
豊
岡
北
地
す
べ
り
地
内
，
北
畑
凝
灰
岩

の
大
露
頭
），
b
）
小
規
模
流
動
型
地
す
べ
り
と
浸
食

地
形
（
日
西
原
の
大
露
頭
），
c）
西
畑
の
ラ
テ
ラ
ル

ス
プ
レ
ッ
ド
，
d）
北
畑
地
す
べ
り

和
泉
層
群
の
代
表
的
堆
積
相
，
ス
ラ
ン
プ
褶
曲
，
小

断
層
と
古
応
力
，
根
来
断
層
・
中
央
構
造
線
の
断
層

変
位
地
形
と
破
砕
帯

花
折
断
層
の
断
層
変
位
地
形
・
断
層
破
砕
帯
，
16
62

年
寛
文
地
震
に
伴
う
崩
壊
堆
積
物
，
琵
琶
湖
西
岸
断

層
帯
の
断
層
変
位
地
形
・
第
四
系
の
変
形
，
第
四
紀

後
期
広
域
火
山
灰
，
16
62
年
寛
文
地
震
に
関
す
る
史

料
地
震
学
の
最
近
の
成
果

ガ
ス
圧
式
三
軸
変
形
・
透
水
試
験
機
，
液
圧
式
三
軸

変
形
・
透
水
試
験
機
，
高
速
摩
擦
試
験
機

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21

（
日
帰
り
）

9/
21
・
22

（
日
帰
り

２
日
）

9/
21

（
日
帰
り
）

20
名

20
名

20
名

14
名

20
名

20
名

20
名

15
名

15
名

沢
田
順
弘
＊
，

中
野
聰
志

里
口
保
文
＊
，

高
橋
啓
一
，

山
川
千
代
美
，

岡
村
喜
明

奥
平
敬
元
＊
，

西
脇
　
仁
，

石
井
和
彦

片
岡
香
子
＊
，

中
条
武
司

横
山
俊
治
＊
，

藤
田
　
崇
，

加
藤
靖
郎
，

谷
　
保
孝
，

村
井
政
徳

宮
田
隆
夫
＊
，

田
中
　
淳

堤
　
浩
之
＊
，

小
松
原
　
琢
，

吉
岡
敏
和

堤
　
昭
人
＊
，

嶋
本
利
彦

増
田
富
士
雄
＊
，

成
瀬
　
元
，

高
川
智
博
，

齋
藤
　
有
，

山
口
直
文

4,
00
0円
程
度
（
参
加

人
数
に
よ
っ
て
変
動

あ
り
，
昼
食
代
は
含

ま
な
い
．）

5,
00
0円
（
昼
食
代
を

含
ま
な
い
）

4,
00
0円

4,
00
0円

7,
00
0円
程
度
（
昼
食

代
を
含
む
）

7,
00
0円

50
00
円
（
参
加
人
数

に
よ
っ
て
変
動
あ

り
）

50
0円
（
資
料
代
）

50
0円
（
資
料
代
）

（
1/
5万
）
京
都
東
北

部
，
水
口
，
亀
山

上
野
，
伊
勢
路

内
畑

水
口
，
甲
賀

三
田
，
有
馬
，
淡
河

樽
井
，
岩
出

京
都
東
北
部
，
大
原
，

花
脊
，
久
多
，
北
小

松
，
堅
田
，
草
津

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用

（
予
定
）．

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用

（
予
定
）．

レ
ン
タ
カ
ー
使
用
．
昼

食
は
ご
持
参
下
さ
い
．

レ
ン
タ
カ
ー
使
用
．
昼

食
は
ご
持
参
下
さ
い
．

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用

（
予
定
）．
露
頭
状
況
に

よ
っ
て
コ
ー
ス
変
更
あ

り
．

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
．

昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
．

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
．

参
加
者
少
数
の
場
合
は

レ
ン
タ
カ
ー
使
用
．
昼

食
は
ご
持
参
下
さ
い
．

参
加
者
全
員
が
標
準
的

三
軸
変
形
試
験
機
の
図

面
を
作
成
（
初
日
夜
の

宿
題
）．
試
験
機
設
計
は
，

習
え
ば
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
．
次
代

を
担
う
若
い
方
の
参
加

を
歓
迎
し
ま
す
．

学
生
・
院
生
を
優
先
し

ま
す
．
カ
メ
ラ
・
ビ
デ

オ
撮
影
が
可
能
．



勝木　渥（元信州大学教授）

15：15～15：45

センターテストを考える

伊藤　卓（横浜国立大学 名誉教授）

15：50～17：00

パネル・ディスカッション

講演者と理学振興研連委員

【お問い合わせ】

理学振興研究連絡委員会

シンポジウム担当：

中井　仁（大阪府立茨木工科高校）

E-mail : nakai@ibaraki-t.osaka-c.ed.jp

Tel: 072-623-1331 Fax: 072-623-0652

日本堆積学会では，下記要領にて，堆積学

の普及とレベルアップを目的とした初学者向

けの学習の機会―堆積学スクール・オン・

ザ・ビーチ2005―を計画しています．地層や

地形に興味のある方，川や海が好きな方，地

質学をこれから学ぼうとしている方，地球科

学系の理科教育に携わっていらっしゃる方，

堆積研究にこれから邁進してみたいと思って

いる方などなど，多方面からの参加をお待ち

しています．

１．テーマ：「山から海へ：侵食・堆積地形

のダイナミクス」

地層形成や堆積過程の学習に地形学と水理

学の理解は不可欠です．今回は河川および海

浜域に対象を絞って，そこにおける地形発達

過程と水理の基礎を講義と野外観察を通じて

学びます．学部から大学院修士レベルまでの

基礎的な内容で，地質学，地形学，堆積学の

初学者を対象としています．中学高校の理科

教員やプロの堆積研究者など，一般および専

門家の方々の参加も歓迎します．

期間中，講義・野外観察に加えて，テーマ

に関わる文献ゼミやプレゼンテーション強化

ゼミも開催します．また，各種レクレーショ

ンを予定しています．

２．講師：池田　宏先生・砂村継夫先生

３．日時：８月６日（土）午後から８月９日

（火）午前まで

６日　午後１時開始

河川地形学講義（池田先生）

７日　河川巡検：房総半島の河川地形と露

頭の観察（池田先生）

８日　午前　海浜地形学講義（砂村先生）

午後　海岸地形巡検（砂村先生）

９日　プレゼンテーション強化ゼミ

正午解散

４．場所：千葉大学海洋バイオシステム研究

堆積学スクールOTB2005
「山から海へ：侵食・堆積地形
のダイナミクス」開催

日　時：2005年７月22日（金）

13：00～17：00

場　所：日本学術会議・講堂（〒106-8555

東京都港区六本木7-22-34）

主　催：日本学術会議理学振興研究連絡委員

会

後　援：文部科学省（依頼中），住友財団

趣 旨：1979年に実施された第１回共通一次

テストから数えて，マーク式テストで受験

生の学力を測る大学入試が，今年で26回を

数える．すでに共通一次世代といわれる世

代が初等・中等教育の教員の多くを占め，

やがて児童・生徒の親の世代と重なろうと

している．それだけに，マーク式テストが

当たり前のこととして受け入れられる傾向

が一層つよくなってきているように思われ

る．その意識化の認識が，親の子どもに対

する，また教師の児童・生徒に対する評価

の仕方に多大な影響を及ぼし，ひいては児

童・生徒の学習に対する意識に大きな変化

をもたらしている可能性ある．その変化を

見極めることが，今後の教育制度，入試制

度を考える出発点となるであろう．

このシンポジウムは，ここ四半世紀のわ

が国の入試制度を振り返り，各分野の識者

による分析に耳を傾け，緊急の教育問題に

対する広範な共通理解と議論の展開を期す

るものである．

司会：川勝　博（香川大学教育学部）

プログラム

13：00～13：05

開会の挨拶

江沢　洋（学習院大学名誉教授）

13：05～13：35

共通一次，センターテスト導入時の議論

を振り返る

荒井克弘（東北大大学院教育学研究科）

13：35～14：05

初等・中等教育機関から見たセンターテ

スト

樋口真須人（大阪府立今宮工業高校定

時制教頭）

14：05～14：35

高等教育機関におけるセンターテストの

位置づけ

森田康夫（東北大学大学院理学研究科）

14：45～15：15

センターテスト「解答分析」の活用

センター小湊実験場（千葉県鴨川市内浦１）

５．定員：50名．定員になり次第締切．

６．参加費：学生・院生（特別研究員を除く）

1500円，一般3000円．参加人数により多少

変わります．現地にて徴収．

７．宿泊：小湊実験場の宿泊施設に31名まで

収容できます．この施設の宿泊料は１人当

たり３泊で2680円です（現地徴収，食費を

含みません）．学生・院生を優先しますが，

男女比による部屋割り上の制約がありま

す．31名を越えた分は近くの民宿を利用し

ていただくことになりますが，その場合の

宿泊手配と割振りは堆積学会行事委員会が

行います．なお，食事および食費について

は参加登録者へ別途アナウンスします．

８．申し込み：７月４日（月）までにメール

で，「堆積学スクールOTB2005申し込み」

と表記し，氏名，性別，所属先，宿泊希望

（下記のいずれか）を明記したうえで申し

込んで下さい．学生・院生の方はそのこと

も明記してください．

宿泊希望の選択

・小湊実験場での宿泊を希望する→到着

日，出発日，泊数も明記

・宿泊手配を希望するが小湊実験場にこだ

わらない→到着日，出発日，泊数も明記

・宿泊手配を希望しない

申し込み先：tmuto@net .nagasaki -

u.ac.jp（武藤鉄司）

９．問い合わせ先：

日本堆積学会行事委員会

武藤鉄司（長崎大学環境科学部

tmuto@net.nagasaki-u.ac.jp）

伊藤　慎（千葉大学理学部

mito@faculty.chiba-u.jp）

※開催場所への交通については

http://www-es.s.chiba-u.ac.jp/kominato/

index.htmlを参照下さい．

日　時：2005年９月１日（木）午後～９月３

日（土）午前（２泊３日）

場　所：産業技術総合研究所第７事業所（旧

地質調査所）第２会議室

宿　泊：筑波研修センター

主　催：地球電磁気・地球惑星圏学会　古地

磁気・岩石磁気分科会

後　援：産業技術総合研究所　地質調査総合

センター

例年開催しているサマースクールですが，

今回は，古地磁気研究の基礎から先端さらに

古地磁気・岩石磁気サマースク
ールのご案内
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理学振興研究連絡委員会シンポ
ジウム：共通一次・センターテ
ストの四半世紀を考える

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会よ

りの催し物のご案内

を掲載します．



で，火山・噴火およびマグマの研究・教育

を行える人．

２．応募資格：博士号を取得していること

３．着任予定時期：採用決定後，できるだけ

はやく

４．応募書類

イ）履歴書（内外の学会活動，受賞歴，企

画・参加した（進行中も含む）プロジェク

ト研究歴，各種研究費受領歴なども記載す

ること）

ロ）これまでの研究経過（2,000字程度）

ハ）研究業績目録（和文のものは和文で表記

すること）

Ａ．査読のある原著論文

Ｂ．査読のない論文，総説など

Ｃ．著書

Ｄ．解説，報告などその他の出版物で特に

参考になるもの

ニ）主な原著論文の別刷または著書　５篇以

内（複写可）

ホ）今後の教育・研究の計画・抱負（2,000

字程度）

ヘ）応募者について照会が可能な方２名の氏

名と連絡先

５．応募締切：平成17年９月12日（月）必着

封筒の表に「教員公募関係」と朱書し，簡

易書留にて郵送すること．

また，公募書類中の第１ページに応募先講

座名・職種を明記すること．

６．書類の送付先及び問い合わせ先：

〒060-0810 札幌市北区北10条西８丁目

北海道大学　大学院理学研究科　

地球惑星科学専攻　中川光弘

電話：011-706-3520（ダイヤル・イン）

FAX：011-746-0394

e-mail：nakagawa@ep.sci.hokudai.ac.jp

１．専門分野，職名・人員，任期及び所属

専門分野：脊椎動物の分類の研究を行なっ

ている者で，生物学，古生物学の分野は問わ

ない．

職名・人員：教授または助教授１名

任期：５年（再任可）

所属：総合研究博物館

２．採用予定教員職にかかる職務内容

脊椎動物の調査・研究を行ない，脊椎動物

の分類と標本の保存・活用に関する研究，他

分野との共同研究及び他分野の資料収集・整

理，展示などの博物館活動に従事するととも

に，本学の教育も担当する．

３．応募資格

・大学の学部又は大学院において，動物分類

鹿児島大学総合研究博物館専任
教員公募

は応用についてのレクチャーを主体として，

これから古地磁気学を学ぼうという学部学

生・大学院生，古地磁気学の最近の進展につ

いて知りたいという関連分野の研究者に役立

つことを目的とします．多数のご参加を期待

します．

スクールの詳細・最新情報，参加申し込み

（６月中旬頃開始予定）はウェブサイトにて

ご案内しますので，ご覧ください．

http://unit .a ist .go . jp/igg/rg/pgd-rg/

pmag2005/pmag2005.html

レクチャー予定

１．役に立つ古地磁気・岩石磁気学

古地磁気層序年代法：兵頭政幸（神戸大学）

古地磁気学を応用したテクトニクスの研究

法：星博幸（愛知教育大学）

環境磁気学：林田明（同志社大学）

２．地磁気・古地磁気研究の最先端入門

地球・惑星ダイナモ：高橋太（航空宇宙研

究開発機構）

古地磁気強度：山本裕二（産業技術総合研

究所）・三島稔明（高知大学）

コア・マントルダイナミクス：浜野洋三

（東京大学）

ホットスポットの移動・真の極移動：山崎

俊嗣（産業技術総合研究所）

生物磁気（講師未定）

ポスターセッション

１日目夜には，研究者と学生，学生どうし

の交流を深めることを目的として，参加者全

員によるポスターセッションを計画していま

す．内容は研究発表だけでなく，自己紹介，

卒論・修論等の目的や進捗状況等，なんでも

結構です．お弁当と飲み物を用意します．

参加費：学生8,000円前後，一般15,000円前後

の予定（２泊分の宿泊費，朝食２回，夕食

弁当１回，懇親会１回，運営経費を含む）．

宿泊しない方には割引料金を設定の予定．

お問い合わせはメール（pmag2005@m.aist.

go.jp）でお願いします．

世話人代表：山崎俊嗣（産業技術総合研究所）

１．職種・人員・専攻分野

地球惑星物質圏科学講座　助手　１名

専攻分野：岩石学および火山学．地質学的，

岩石学的，地球化学的あるいは実験的手法

学もしくはその関連分野を研究した者で，

博士の学位を有する者又はこれと同等以上

の研究業績を有する者

・平成17年４月１日現在で満30歳以上の者

４．選考方法

・第一次選考：小論文審査，研究業績調書，

学術論文，著書及び推薦状により書類選考

を行う．

・第二次選考：第一次選考合格者に対して，

鹿児島大学で面接試験を実施．(面接に係

る経費は自己負担)

５．応募手続

・応募書類

（1）小論文「鹿児島大学総合研究博物館に

求められる役割」

（400字詰原稿用紙３枚あるいはA４版

横書き，1,200字以内）

（2）以下の関係書類

ア　履歴書，イ　業績調書，ウ　研究上

の業績，エ　主たる論文（別刷もしくは

コピーを２部同封の事）オ　推薦状（所

属の異なる者２名）

・応募締切：平成17年８月１日（月）必着

・応募書類提出先

〒890-0065 鹿児島市郡元１丁目21-30

鹿児島大学総合研究博物館教員選考委員

会宛

封筒の表に「総合研究博物館教員応募書

類在中」と朱書きし，簡易書留で郵送のこ

と．なお，応募書類は返却します．

６．選考結果の通知

・第一次選考：８月上旬頃に文書で本人へ通

知します．

・第二次選考：８月下旬頃に文書で本人へ通

知します．

７．採用予定日　平成17年11月１日

８．問い合わせ先

鹿児島大学総合研究博物館

電話099-285-8140 Fax 099-285-7267

E-mail：oki@sci.kagoshima-u.ac.jp

または鹿児島大学研究協力部研究協力課研

究支援係　電話099－285－3240

詳細・公募書式は，http://www.museum.

kagoshima-u.ac.jp/から
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北海道大学大学院理学研究科
地球惑星科学専攻教員公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募

公募結果

筑波大学大学大学院生命環境科学研究科

地球進化科学専攻地球変動科学分野助教

授公募

八木勇治氏（前　独立行政法人建築研究

所）４月１日付け

千葉大学理学部地球科学科の助教授公募

（堆積学）

吉田修二氏（前　テキサス大学オーステ

ィン校博士研究員）（４月１日付）



（もちろん英字索引からも引ける）点である．

特に評者のように狭義の専門家でない者にと

ってありがたく，本書の利用範囲を広げうる

ものであろう．

反面，地質学分野に関わる用語等において

はより望ましい記述であるべき個所が散見さ

れる．例えば，「オフセット offset」では，

４つの記述項目があげられているが，いずれ

も震源と受振器間の距離に関する説明で本書

の性格からすれば当然であるが，物理探査の

対象の１つでもある地質構造分野では断層の

隔離に関する基本的な術語の１つであり，言

及が望ましかった．また，「背斜構造（はい

しゃこうぞう）anticline」の説明では「裾曲

構造」なる語彙が用いられているが，寡聞に

して評者は聞いたことがなく，おそらく死語

ではないだろうか．むしろ，地震探査記録を

解釈する上で必要なアンチフォーム状背斜や

シンフォーム状背斜について触れておくべき

ではないかと思う．しかしながら，これらの

指摘は些末な改善点とも言うべき点で，本書

の価値を何ら損ねるものでないことはもちろ

んである．将来，さらなる再版が計画される

ときがあれば地質学会等とも連携してより良

い刊行がなされることを期待する．地球の研

究や調査に大なり小なり関わっている人や関

心を持っている人の座右の書の１つとして推

奨する次第である．

（加藤碵一）

このたび，四半世紀を越える長い年月をか

けて調査・研究されてきた濃飛流紋岩の総括

論文集が地団研専報53号として刊行された．

執筆はほとんどが山田直利氏をはじめとする

本書は，物理探査学会が創立30周年記念行

事の一環として1978年に出版した「物理探査

用語辞典」の新版である．その刊行の意義と

して（1）（旧版と同様）物理探査技術の普及

と学問の体系化において，当該分野の専門用

語の明確な定義と統一が不可欠であること，

及び（2）旧版以降新たに進展した探査技術

とそれに伴う術語の採択・解説の必要性，と

くにITの進捗に伴うディジタル処理などの

ソフトウェアやPCなどのハードウェアの急

速な発達に対応した記述の必要性等があげら

れる．本書は，四半世紀の間に死語となった

用語は削除し，現代において必要な新しい用

語を加えて全用語を全面的に書き下ろしたと

いう点で，十分にその刊行意義を果たした良

書と言えよう．

本書を一覧して（特に地質家としての評者

の立場から）気づいたいくつかの点を以下に

述べて，読者の参考に供したい．

物理探査分野においては，先進的な術語は

必ずしも日本語として成熟しておらず，その

ため英語のカタカナ表記あるいは略語表記に

せざるを得ない場合が多々ある．本書では，

十分過ぎるくらいの発音表記を付し，かつ英

語表記を記載して万全を期している．一例を

挙げれば，「合成開口レーダ（ごうせいかい

こうー）synthetic aperture radar 」を引く

場合，フルネームを知らなくても略語の

「SAR（サー）」からも引くことができる

濃飛流紋岩団体研究グループのメンバーによ

ってなされ，13編の論文とカラー印刷された

15万分の１濃飛流紋岩地質図が添付されてい

る．本専報の特徴の１つは，従来の「○○溶

結凝灰岩層」に替わって「○○火山灰流シー

ト（AFS）」を認定し，AFSと砕屑岩層を基

本とする新たな火山層序の枠組みで全体が統

一的に理解できるように構成されていること

である．単なる論文の寄せ集めではなく，大

規模な珪長質火砕流の詳細な地質調査結果を

基礎に据えて，岩石の化学組成，鉱物組成，

放射年代，酸素同位体比，関連鉱床など多面

的に検討し，密度の濃い議論を展開している．

以下にその概要を紹介する．論文名を「 」

で，著者名をその後に（ ）で示す．

冒頭の「濃飛流紋岩の研究史」（山田ほか）

によれば，その研究史は５つの時期（第１～

５期）に分けられる．第１期（1960－1969）

は発見の時代で，1960年頃に山田直利，河田

清雄両氏らによって，いわゆる“石英斑岩”

が流紋岩質の溶結凝灰岩であることが発見さ

れたいきさつが生々しく記述されている．濃

飛流紋岩の火砕流堆積物としての研究はこの

時期に始まった．第２期（1970－1977）は濃

飛団研の発足と岩体南半部の火山層序区分が

確立した時期，第３期（1978－1985）は，岩

体北部における団体研究が進展した時期であ

る．第４期（1986－1994）には，火山層序が

Volcanic SequencesⅠ-Ⅵとして提示され，

いくつかのコールドロンが提唱された．第５

期（1995年－）では，CHIME年代によって，

最初期の活動年代が確定し，濃飛流紋岩の全

体像が明らかになった．読者がそれぞれの立

場で，研究史から感じ，学ぶところは多々で

あろう．

「濃飛流紋岩の分布，基盤，年代および岩

相の特徴」（山田・小井土）によれば，濃飛

流紋岩は中部日本においてNNW－SSE方向

の長さ約100km，復元分布面積約3,500km2，

復元体積5,000－7,000km3の巨大岩体を形成

し，美濃帯・飛騨外縁帯・飛騨帯の３帯にま

たがって分布する．同岩はCHIME法とRb-Sr

全岩アイソクロン法により85－80 Maを示す

下部（NOHI-1～NOHI-2）と75－68 Maを示

す上部（NOHI-3～NOHI-6）に大別される．

濃飛流紋岩の概論を学ぶ上での良きテキスト

ともなる．

「濃飛流紋岩の火山層序」（山田ほか）で

は，濃飛流紋岩を５つの区域に分けて火山層

序を記述し，最後に全体をNOHI-1～NOHI-6

の６つのステージに分けて総括している．41

頁にもわたるこの論文では，多くの詳細な地

質図を用いて濃飛流紋岩分布域全体の地質を

記載しており，本専報の中で最も圧巻である．

濃飛流紋岩をはじめとする西南日本の白亜

紀の巨大火山岩体は，漠然と大規模な割れ目

噴出の生成物と考えられていた．「濃飛流紋

岩のコールドロン」（小井土・山田）では，

それが幾つかのステージにできた多くのコー

ルドロンの集合体であることを論証してい

る．いくつか発見されたコールドロンのうち
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岩の接触変成作用による若返り，変質作用等

によるアイソクロンの分散，Sr同位体比初生

値（0.708-0.711）が中部地方の白亜紀～古第

三紀花崗岩類と同様であること，それらの起

源マグマは組成的に不均質な下部地殻の再溶

融によって生じたこと，などが議論されてい

る．

濃飛流紋岩は，広域的に熱水変質作用を受

けているが，「酸素同位体からみた濃飛流紋

岩の熱水変質作用」（島崎）では，苗木・上

松花崗岩が熱エンジンとなって300℃をこす

高温の天水の大循環が起こり，変質作用が進

んだとされる．「濃飛流紋岩とその周辺の火

成岩類に伴う鉱床」（豊）では，珪長質火山

岩類と成因的に関係を有する鉱床のうち，

銅・鉛・亜鉛鉱脈鉱床は上述の高温の熱水に

よる産物の可能性が高いとしている．

岐阜県北西部に分布する「庄川火山－深成

複合岩体」（棚瀬ほか）が陥没構造を示すこ

とが発見され，庄川コールドロンと命名され

た．本コールドロンや奥美濃酸性岩類，白鳥

流紋岩，笠ヶ岳コールドロンなど「濃飛流紋

岩周辺地域の後期白亜紀～古第三紀火山岩

類」（棚瀬ほか）の概要や濃飛流紋岩との対

比についても総括されている．

本専報の最後を飾る「濃飛流紋岩の形成史」

（山田）では，濃飛流紋岩を含む西南日本内

でも，恵那コールドロンと下呂AFSに伴う

コールドロンが比較的よく解明されており，

これらは，AFSの急激な層厚変化，基底部

の不淘汰角礫岩，下位層に対する高角不整合

などの証拠から復元されている．

「濃飛流紋岩を貫く半深成岩類」（小井土

ほか）では，それらの分布，産状，貫入・定

置様式，化学組成，花崗岩との関係について

詳述されている．「濃飛流紋岩を貫く花崗岩

類」（山田・赤羽）では花崗岩類をNOHI-1・

NOHI-2を貫くものとNOHI-3～NOHI-5を貫

くものに大別し，それぞれ火山岩類と共に火

山－深成複合岩類-Ⅰ，-Ⅱを構成するとして

いる．

「濃飛流紋岩および関連火成岩類の全岩化

学組成」（曽根原ほか）によると，濃飛流紋

岩や花崗斑岩類の大部分はソレアイト系列的

で，高カリウム系列に属し，Iタイプ花崗岩

的な性質を示す．濃飛流紋岩の親マグマは，

下部地殻の部分溶融メルトが上部地殻物質を

同化することによって形成され，斜長石分別

を経て流紋岩質マグマへと分化したと推定さ

れている．

「濃飛流紋岩のRb-Sr全岩アイソクロン年

代およびSr同位体比」（白波瀬）では，多数

のRb-Sr全岩アイソクロン年代とSr同位体比

が報告された．年代と火山層序の関係，花崗

帯の白亜紀火成活動の時空変遷を地殻下部ま

で含めて考察している．

本書の随所に，火山－深成作用を意識した

火砕岩と花崗岩，半深成岩と花崗岩の化学組

成の比較や，マグマ溜りにおいて想定される

化学組成勾配などの記述が見られる．濃飛流

紋岩体は形成されてから数千万年が経過して

火山の地下構造が露出したもので，火山岩と

深成岩のリンクを探る上で，また，大規模な

珪長質マグマ溜りの具体像を模索する上で格

好の素材と考えられ，今後の研究の進展に期

待したい．

四半世紀の長きにわたって広大な火山岩体

の調査・研究を進められ，このような総括を

された山田直利氏をはじめとする濃飛流紋岩

研究のリーダーに深甚の敬意を表したい．本

書を火山に関心のある方々に広くお薦めする

とともに，本書は防災や地域開発の基礎資料

としても利用価値が高いので，建設コンサル

タントや行政などでも広く活用される事を願

ってやまない．

本書（価格2000円は安い！）は地団研に申

し込めば購入できる．

購入先：〒171-0022 東京都豊島区南池袋

2-24-1 地学団体研究会

（今岡照喜）
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管された標本の他に，自然史博物館には県内

を中心とした化石収集家の寄贈などによって

多数の標本が収集されました．そこで国内の

各分類群の専門家の協力によって，自然史博

物館はこれらの標本の調査研究を行って，そ

の成果の一部は博物館の研究報告や学会で公

表しています．

企画展「パレオが見ていた大海原－化石が

語る太古の群馬－」ではそれらの成果を元に

「富岡層群」産化石，ならびに県内外の同時

代や同分類群の化石を展示し，地層に記録さ

れた約600万年間の生物や環境の移り変わり

を５つのコーナーで紹介します．

期　間：平成17年７月16日（土）～９月４日

（日）（期間中の休館日　7/19（火），

25（月），8/29（月））

場　所：群馬県立自然史博物館　企画展示室

入館料：一般700（560）円，

大学生・高校生400（320）円

平成８（1996）年秋開館の群馬県立自然史

博物館は群馬県南西部の丘陵地帯にあり，そ

の基盤は中新統「富岡層群」です．この地層

は国内における微化石生層序研究の代表的な

ものであり（例えば，Takayanagi et al. ,

1976），それらを含め地質学に関して，比較

的活発に研究されてきたと言えるでしょう．

最近も高橋・林（2004）によって複合年代層

序に基づく「富岡層群」の再構築が行われ

（大石・高橋（1990）の「富岡層群」につい

て庭谷不整合を境として＜富岡層群（再定

義）＞と＜安中層群＞に二分），本地域の地質

の研究も新展開を見せつつあります．一方，

「富岡層群」産化石とその研究は，生層序学

的研究に関連する微化石を除けば，1990年代

前半までは貝類や魚類，哺乳類に関するわず

かな報告のみでした（例えば，Iwasaki ,

1970; 後藤・小林・大沢，1978; 宮崎・堀川，

1985など）．

1990年代後半以降，県立の既存機関から移

※（ ）内は20人以上の団体の１人

分の料金です．

※中学生以下ならびに障害者手帳を

お持ちの方とその介護者１名は無

料

※上記料金で企画展，常設展とも観

覧できます．

また下記の内容で企画展記念講演会を開催

します．

講演会「常夏の海～群馬の海」

日　時：平成17年７月24日（日）

13：30～15：45

構　成：

第一部「貝から探る群馬の海」

講師：野田浩司（筑波大学名誉教授）

第二部「群馬の海の動物たち」

講師：長谷川善和（自然史博物館館長）

第三部　ディスカッション

※１ヶ月前から電話（0274-60-1200）で申

し込み

博物館だより

群馬県立自然史博物館
企画展「パレオが見ていた大海原－化石が語る太古の群馬－」



勝井義雄：日本で始めて火山のハザードマ

ップができるまでー火山研究史の一断

面－

石井良治：スウェン・ヘディンと迷える湖

☆北海道支部総会・例会
６月25日（土）～26日（日）

場所　北海道大学理学部

問い合わせ先　幹事：中川光弘

nakagawa@ep.sci.hokudai.ac.jp

○日本情報地質学会総会・講演会
Geoinforum2005
６月30日（木）～７月１日（金）

場所　岡山理科大学　理大ホール（40周年記

念館８F）

http://www.jsgi.org/

月　July
○日本古生物学会2005年年会
日本古生物学会創立70周年シンポジウム「地

球生命史研究の最前線」

７月１日（金）９：15～

会場　東京大学理学部化学講堂

http://ammo.kueps.kyoto-u.ac.jp/palaeont/

meeting/anual-meeting.html

○第40回地盤工学研究発表会
７月５日（火）～８日（金）

会場　函館国際ホテル

http://www.jiban.or.jp/

○第42回アイソトープ・放射線 研究
発表会
日時　７月６日（水）～７月８日（金）

会場　日本青年館（新宿区霞ヶ丘町）

問い合わせ先　日本アイソトープ協会

http://www.jrias.or.jp/

月　August
○地学団体研究会第59回総会
日時　８月５日（金）～８日（月）

会場　静岡市東部勤労福祉センター　清水テ

ルサ

http://www.dino.or.jp/nature/chidanken/sh

imizu.html

○堆積学スクールOTB2005「山から
海へ：侵食・堆積地形のダイナミク
ス」
８月６日（土）午後～８月９日（火）午前ま

で

会場　千葉大学海洋バイオシステム研究セン

ター　小湊実験場

8

7

2005.6～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

月　June
☆関東支部・総会・講演会
６月11日（土）

場所　北とぴあ（東京都北区王子）

http://geosociety.jp/branch/kanto/index.ht

ml

☆中部支部総会
６月11日（土）総会・シンポジウム・懇親会

12日（日）地質巡検

場所　信州大学理学部（長野県松本市旭3-1-1）

問い合わせ：中部支部事務局　竹内　誠

E-mail:takeuchi@eps.nagoya-u.ac.jp

○平成17年度第１回地質学的教養セ
ミナー
「50万年前に何がおこったか」―最近の地

震・火山活動の原点を探る―

６月16日（木）

会場：建設交流館８Ｆ

問い合わせ：断層研究資料センター

fred_c@orange.livedoor.com

○資源地質学会2005年度年会学術講
演会
６月15日（水）～17日（金）

東京大学山上会館（東京都文京区本郷7-3-1）

http://www.kt.rim.or.jp/̃srg/

☆西日本支部第151回例会
６月18日（土）

シンポジウム「福岡県西方沖地震：地震と地

質災害」

会場　島根大学理工学部

問い合わせ　宮本隆実

電話：082-424-7461

miyamoto@geol.sci.hiroshima-u.ac.jp

○地質学史懇話会例会
６月18日（土）13：30～17：00

場所：北とぴあ（東京・王子）

内容：講演２題

6

★理科教師対象見学旅行「巨椋池干
拓地と南山城の天井川を訪ねて」
８月28日（日）（雨天決行）

問い合わせ・申し込み先：日本地質学会地学

教育委員会　府川宗雄

詳細は，京都大会HP

http://geosociety.jp/2005kyoto-HP/kyoto-

index.html

○日本地すべり学会第44回研究発表
会・現地見学会
８月29日～９月１日

会場　長崎県佐世保市

http://japan.landslide-soc.org/

月　September
○古地磁気・岩石磁気サマースクー
ル
９月１日（木）～３日（土）（２泊３日）

会場　産業技術総合研究所第７事業所（旧地

質調査所）第２会議室

http://unit .a ist .go . jp/igg/rg/pgd-rg/

pmag2005/pmag2005.html

☆日本地質学会第112年年会
９月18日（日）～20日（火）

会場　京都大学

http://www.geosociety.jp/

月　October
○First International Symposium on
Geological Anatomy of East and
South Asia（IGCP 516）
10月10日（月）～17日（月）

会場　筑波大学

http://staff.aist.go.jp/hara-hide/igcp516

○石油技術協会2005年秋季講演会
10月21日（金）

場所　国立オリンピック記念青少年センター

http://www.japt.org/

2005年度日本地震学会秋季大会
10月19日（水）～21日（金）

場所　北海道大学(クラーク会館、学術交流

会館)

http://wwwsoc.nii.ac.jp/ssj/index.html

○日本応用地質学会平成17年度研究
発表会
10月27日（木）～28日（金）

会場　愛知厚生年金会館（名古屋市千種区池

下町2-63）

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jseg/
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1. Petrogenesis and tectonic implications of early Cretaceous

high-K calc-alkaline volcanic rocks in the Laiyang basin of

the Sulu belt, eastern China

Feng Guo, Weiming Fan, Yuejun Wang and Chaowen Li.

中国蘇魯帯莱陽盆地の白亜紀前期高カリウム・カルクアルカリ系列

火山岩の岩石成因と構造的意義

郭　　鋒・範　蔚茗・王　岳軍・李　超文

中国東部の蘇魯高圧・超高圧変成帯の北側に位置する莱陽盆地に

産する白亜紀前期の高カリウム・カルクアルカリ火山岩類は，粗面

玄武岩から粗面安山岩にいたる様々な岩石よりなる．この玄武岩・

安山岩類は107～105Maに噴出し，SiO2は50.1～59.6％，MgOは2.6

～7.2％の範囲にわたり，Ba，KなどのLILEや軽希土類（LREE）

の富化及びHFSEの枯渇で特徴づけられ，高いSr同位体比

（87Sr/86Sr（i）＝0.70750～0.70931）と低いNd同位体比（εNd（t）＝

－17.9～－15.6）を持っている．それらはより早期の蘇魯帯のラン

プロファイアーと地球化学的に類似し，両者が共通のLILEとLREE

に富む給源マントルに由来することを示唆する．したがって，両地

域を境する地表部分の五蓮－青島－烟台（Wulian-Qingdao-Yentai）

断層が華北地塊と揚子地塊の岩石圏境界であると考えるべきではな

い．珪長質の溶岩は93～91Maに噴出し，SiO2は61.6～67.0％，MgO

は1.1～2.6％の範囲で変化し，玄武岩類と同様の微量元素パターン

を示すが，より高いSr同位体比（87Sr/86S（i）＝0.70957～0.71109）と

より低いNd同位体比（εNd（t）＝－19.1～－17.5）を示し，これらの

性質は蘇魯帯のIタイプ花崗岩と共通し，スラブ溶融実験で得られ

たメルトとも共通する．これらと早期の玄武岩・安山岩類との間に

は10Ma以上の活動時期の違いがあり，いくつかの元素（例えばP，

Ti，Sr）について組成ギャップがある．これらを説明するために，

珪長質岩については地殻物質起源を提案した．これらのメルトの原

岩は，火成岩源の変成岩が優勢だったが，玄武岩・安山岩及び／ま

たはランプロファイアーマグマからの苦鉄質集積岩もかなり関与し

ていた．莱陽盆地に前期白亜紀の高カリウム・カルクアルカリ岩が

多量に噴出したことは，この盆地が，厚くなった岩石圏が次第に引

き伸ばされて薄くなる，造山帯の崩壊過程に対応した引張場にあっ

たことを支持し，ジュラ紀末期の造山帯前縁盆地から白亜紀前期以

後の断層盆地へと変化したことを反映している．

Keywords: Geochemistry, post-orogenic extension, high-K calc-

alkaline volcanism, early Cretaceous, the Sulu belt, eastern China

2. Refined early to middle Miocene diatom biochronology for

the middle- to high-latitude North Pacific

Mahito Watanabe and Yukio Yanagisawa

中・高緯度北太平洋の前期ー中期中新世珪藻化石年代層序の高精度

化

渡辺真人・柳沢幸夫

ODP Leg 145 Site 887（北東太平洋Patton-Murray海山）の試料

を用い，珪藻化石層序と古地磁気層序を直接対応させることにより，

前期ー中期中新世（18-11Ma）の中高緯度北太平洋珪藻化石層序の

数値年代を改訂した．２万年から４万年の間隔で試料を採取するこ

とにより従来の研究より精度を高め，従来古地磁気層序と対応のつ

いていなかった第二次生層準についても初めて対応関係を明らかに

した．また，北西太平洋で確立された第二次生層準が北東太平洋で

も有用であることも明らかとなった．今回改訂された珪藻化石層序

とその年代は，石灰質微化石の産出が少ない中高緯度太平洋の海底

堆積物の研究に大きな役割を果たすと期待される．本論文において

Denticulopsis praedimorpha var. prima n. var. を記載した．

Key words : diatom, biostratigraphy, biochronology, Miocene,

north Pacific, ODP, Site 887

3. Origin of Mesozoic Gold mineralization in South Korea

Seon-Gyu Choi, Sung-Tack Kwon, Jin-Han Ree, Chil-Sup So and

Sang Joon Pak

韓国における中生代金鉱化作用の起源

韓国の中生代金銀鉱床は中生代花崗岩と密接に伴っている．ジュ

ラ紀の金銀鉱床は白亜紀のものと産状，変質のスタイル，金の品位，

鉱物組み合わせ，流体包有物，そして安定同位体比において区別で

きる．ジュラ紀の鉱床は，深部に貫入した花崗岩に関係するメソゾ

ーン環境で形成されたが，白亜紀のものは，浅部に貫入した花崗岩

に関係するエピゾーン環境で形成された．ジュラ紀の含金鉱床（約

165～145Ma）は造山帯型金鉱床特有の鉱液組成を示し，恐らくア

ジア大陸縁へのイザナギ海洋プレートの直角沈み込みによる圧縮場

で形成された．一方，横ずれ断層及びカルデラに関係する断裂とそ

れに伴う火山・深成活動は，陸弧セッティングにおける白亜紀の金

銀鉱脈鉱床（約110～45Ma）の形成に重要な役割を演じたであろう．

Keywords: gold, Mesozoic magmatism, Korea, fluid inclusions,

stable isotope

4. Geology and Geochemistry of Karasugasen Lava Dome,

Daisen-Hiruzen Volcano Group, Southwest Japan

Jun-Ichi Kimura, Mamiko Tateno, and Isaku Osaka

西南日本大山－蒜山火山群烏ヶ山溶岩ドームの地質と地球化学

木村純一・館野満美子・大坂伊作

西南日本大山－蒜山火山群烏ヶ山溶岩ドームの地質と地球化学に

ついて詳細な検討を行った．烏ヶ山は約26kaに噴火した溶岩ドー

ムで，ブルカノ式降下火山灰噴火に始まり，溶岩ドームの成長にと

もない８以上のブロックアンドアッシュフローと１回の軽石流を発

生した噴火主相に発展し，その後ブルカノ式降下火山灰噴火とサブ

プリニー式軽石噴火で終了した．この噴火シークエンスは58，26，
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The Islands Arcは，年４回発行されます．最新

号のVol. 14 Issue２が2005年６月に発行されまし

た．日本語要旨をニュース誌と学会ホームページ

（http://www.geosociety.jp）にも掲載しています．

全文はオンライン（http://www.blackwell-synergy.com）

で無料閲覧できますので，是非ご覧下さい．

（The Island Arc連絡調整委員会）
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17kaに起こった大山火山最新の３噴火に共通している．烏ヶ山噴

火のマグマは典型的なアダカイトであり，島弧の典型的デイサイト

に比べて高いSr/Y，低いHREE/LREEを示す．烏ヶ山のマグマは

大山－蒜山火山群のそれと良く類似しており，大山－蒜山火山群は

およそ100万年に渡りアダカイトを噴出し続けていたことになる．

その間に起こった100km3を超えるアダカイトマグマの供給は，大

量で均質なマグマソースが存在し続けた事を示しており，例えば沈

み込むフィリピン海プレートスラブの融解によって発生したと考え

ることができる．スラブ融解は烏ヶ山，さらに大山－蒜山火山群の

マグマソースを説明するのに有力なメカニズムである．

Key words: Adakite, Daisen-Hiruzen Volcano Group, Eruption

sequence, Geochemistry, Geology, Karasugasen, Lava dome, Slab

melting, SW Japan

5. Paleostress fields from calcite twins in the Pyeongan

Supergroup, South Korea

Seong-Seung Kang, Jun-Mo Kim and Bo-An Jang

韓国，平安累層群の方解石双晶からみた古応力場

朝鮮半島南部の沃川（Ogcheon）帯北東部に沿って分布する古生

代後期から中生代前期の平安累層群の古応力場について，方解石変

形ゲージ（CSG）法を用いて研究した．双晶の歪み量と双晶の密度

や幅との関係は，天然の低温における石灰岩の変形条件の指標とし

て用いられており，それらについての従来の研究結果と本研究の結

果を合わせると，研究地域の方解石脈は恐らく170℃以下の温度で

形成されたのだろう．２つの標本中で，方解石脈から２つの異なる

古応力場の主方向が推定されたが，他の２つの標本からは１つの方

向のみが推定された．この結果は，平安累層群においては，中生代

の変形作用が２回以上のテクトニック・イベントによって起こった

ことを示唆する．最大圧縮軸の２つの方向は北東－南西と北西－南

東を向いており，それらは多くの断層系から推定された古応力方向

とよく一致する．本研究及び他の研究の古応力解析結果を綜合する

と，平安累層群の最大圧縮軸の方向は大宝（Daebo）造山期以前

（三畳紀後期）の北東－南西方向から大宝造山期中（ジュラ紀前期

～白亜紀前期）の北西－南東方向へと，中生代の間に変化したこと

が示唆される．

Keywords: paleostress, Pyeongan Supergroup, calcite strain

gauge technique, twin, Mesozoic

6. Geochemistry of adakitic quartz diorite in the Yamizo

Mountains, central Japan -Implications for Early Cretaceous

adakitic magmatism in the Inner Zone of Southwest Japan -

Yutaka Takahashi, Shin-ich Kagashima and Masumi U. Mikoshiba

八溝山地に分布する前期白亜紀アダカイト質石英閃緑岩の化学組

成－西南日本内帯，前期白亜紀アダカイト質火成活動の考察－

高橋　浩・加々島慎一・御子柴真澄

八溝山地には，前期白亜紀の石英閃緑岩及び角閃石斑れい岩から

なる小規模岩体が複数分布している．石英閃緑岩はSrに富みYに乏

しく，Sr/Y-Y図上でアダカイトの領域に入るものが多く，Sr同位

体比初生値は0.7038～0.7046であり，海洋地殻の部分溶融によって

形成されたように見える．しかし，エクロジャイトやざくろ石角閃

岩の部分溶融によってアダカイト質石英閃緑岩の化学組成を導くの

は困難である．一方，上部マントルにおいて生成された玄武岩質初

生マグマの角閃石・斜長石を主とした分別結晶作用によってアダカ

イト質石英閃緑岩の化学組成は説明可能であり，角閃石斑れい岩は

結晶集積岩とみなすことが出来る．

Key words : geochemistry, adakite, TTG, slab melting, fractional

crystallization, cumulate, quartz diorite, hornblende gabbro,

Yamizo Mountains.

7. Partial melting controls on the northwest Kyushu basalts

form Saga-Futagoyama

Hidehisa Mashima

佐賀両子山産北西九州玄武岩における部分溶融作用の支配

眞島英壽

佐賀両子山地域に分布する北西九州玄武岩類について，主成分元

素および固相濃集元素組成に基づき成因を考察した．佐賀両子山の

玄武岩類は鉄に乏しいもの（IPG）と鉄にとむもの（IRG）に分け

られる．主成分元素および固相濃集元素の挙動は，IPGの組成変化

は起源物質の部分溶融過程に支配され，IRGはIPGから単斜輝石の

結晶分化によって生じたことを示す．IRGは北西九州玄武岩類では

稀であり，IPGと他産地の北西九州玄武岩類の組成近似性は，起源

物質の部分溶融過程が北西九州玄武岩類の化学組成変化を支配する

ことを示す．また，IPGのAlに乏しい特徴は，その起源物質が通常

のマントルとは異なることを示す．

Key Words : Northwest Kyushu, basalt, partial melting, major

element, compatible 

element.

8. Rapid tectonics of the Late Miocene Boso accretionary

prism related to the Izu-Bonin arc collision

Yuzuru Yamamoto and Shunsuke Kawakami

伊豆－小笠原弧衝突に関連した後期中新統三浦房総付加体のテクト

ニクス

山本由弦・川上俊介

伊豆-小笠原弧の衝突帯近傍である房総半島南部の西岬層および

鏡ヶ浦層において，付加年代・後期中新統以降の回転年代・テクト

ニクスの解明を目指し，構造・古地磁気・放散虫生層序の解析を行

った．房総半島南部は，ほぼ東西に延びる褶曲・衝上断層帯で特徴

づけられるが，これらは南端の西岬層北西部で北西-南東方向へ変

化する．古地磁気および構造解析によって，回転は２回のステージ

があったことが判明した．最初の回転は，西岬層の付加後かつ鏡ヶ

浦層の堆積以前に起こり，２回目の回転は，１Maの伊豆ブロック

の衝突に対応する．西岬層北西部が時計回り方向に約65-80度回転

したのに対し，東部での回転量は25-30度程度であった．被覆層で

ある鏡ヶ浦層の回転量は，時計回り方向に11-13度であった．放散

虫生層序検討によって，西岬層の堆積年代は9.9-6.8Maの期間を少

なくとも含むことが示された．一方鏡ヶ浦層下部の堆積は，4.19-

3.75Maの間に始まったことが示された．これらの結果から，西岬

層の付加年代および最初の回転運動は，6.80-3.75Maの間に制約さ

れる．西岬層の屈曲構造は，丹沢ブロックの衝突によって形成され

た見込みが強い．西岬層の付加，丹沢ブロックの衝突，そして新し

い堆積盆（鏡ヶ浦層）の形成が，2.61-3.05m.y.の短い期間に起こっ

たことが示された．

Key words: arc collision, accretionary prism, Boso Peninsula, Izu-

Bonin island arc, Tanzawa block
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9. The rate of fluvial incision during the late Quaternary in

the Abukuma Mountains, northeast Japan, deduced from

tephrochronology

Takahiro Yamamoto

テフラ層序から求めた福島県阿武隈山地における第四紀後半の河川

下刻量

山元孝広

数万年から数十万年に及ぶような地質環境の長期将来予測は，高

レベル放射性廃棄物の地層処分において不可欠の技術である．本研

究では，指標地形面の編年から河川下刻率の定量的な見積もりを行

った．このような計測は，段丘面が発達する海岸部では容易である

ものの，阿武隈山地のような内陸山間部では段丘面の発達が貧弱な

ためほとんど試みられたことがない．本研究では山地内の断片的に

分布する段丘堆積物をテフラ層序から低位，中位，高位に区分し，

これらが低海面期のステージ２～３，5.2～5.4，６の時期に対応す

ることを明らかにした．この編年をもとに比高量を下刻率に直すと

各段丘とも１m/万年となりほぼ一定の値が得られる．

Key words : Abukuma Mountains, river incision, Quaternary,

tephrochronology, geologic disposal, Japan.

記

The Island Arc, Vol. 14, Issue 1（March）の紹介記事（本誌２月

号７-８ページ）の冒頭に次の記述が漏れていましたので，お詫び

して追記します．

論文１～４は題名：”The 1999 Chi-Chi earthquake and behavior

of the Chelungpu Fault"（1999年集集地震と車龍埔断層の挙動），

編集者：徐　　垣（Wonn Soh）氏の特集であり，p.1に同氏による

緒言が掲載されています．
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岩石学を学習する学生さんをはじめ，偏光顕

微鏡を使用する全ての研究者の方々に有効に活

用していただけることと思います．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．

会員価格　200円　非会員価格　300円

NOW ON SALE！！

「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）が
下敷き（プラスティック製/A4版/両面カラー）になりました．

一般公開シンポジウム
「自然災害から子ども達を守る」

地学教育委員会・災害地質委員会　共催

日時　平成17年９月19日（月・祝）・９：00～12：00

（※５月号予告記事の時間の記述に誤りがありました．正しくは，

上記の通りです．）

会場　京都大学・吉田キャンパス

日本列島は，急峻な地形が多いことやプレート境界に位置するこ

となど，地質学的な不安定さに起因する自然災害が多い．私たちが

この日本列島において人間生活を営んでいる限り自然災害は避けら

れないものであり，兵庫県南部地震・新潟県中越地震・福岡県西方

沖地震・新潟中部水害などの災害経験を経てきた今，改めて，防災

教育の内容やあり方について検討しなければならない時期にきてい

るのではないだろうか．

学校教育における防災教育の果たす役割が大きくなってきている

現在，学校教育のなかで，理科や地学の授業を通して，災害をもた

らす自然現象の正しい理解をすることが，以前に増して重要となっ

てきた．自然現象の正しい理解は，災害が引き起こされる条件やそ

の予測を可能にし，同時に，過去の災害の

事例を知ることで，様々な場面で自ら意志

決定をすることができる能力（生きる力）

を育てることができるものと考える．その

一方で，災害ボランティアや防災訓練など

による疑似被災体験を通じて，不安等の内

的要因を排除することも防災教育にとって

重要な意味を持つ．これら２つは，防災教育における

車軸の両輪ととらえて考えていくべきである．

本シンポジウムでは，防災教育における地学教育の役割とはなに

か，学校教育とのかかわりについて主に議論したい．また，「自然

科学の知識を重視した防災教育」か？「社会科学の実効性を重視し

た防災教育」か？分野・立場の異なる４名のシンポジストに，この

あたりのバランスについてもお話しを伺い，討論したい．

１）セッション１　シンポジストによる講演（千木良雅弘・京都

大／諏訪清二・兵庫県立舞子高／敬称略　他２名交渉中）

２）セッション２　総合討論（講演者による公開討論）

総合司会　高橋　修（地学教育委員会・東京学芸大）

天野一男（地質災害委員会・茨城大）

地学教育のページ

地
学
教
育
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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
No. 38以前の論集 : 院生・学生は４割引，正会員は２割引　No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 21 号　続・日本列島の基盤．加納　博ほか編，331pp., 1982年４月刊，会員頒価 2,400円，〒340円
第 26 号　白亜系の国際対比―現状と問題．平野弘道編，172pp., 1985年３月刊，会員頒価2,000円，〒290円
第 30 号　日本の第四紀層の層序区分とその国際対比．市原　実ほか編，221pp., 1988年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 33 号　西南日本内帯高圧変成帯とテクトニクス．西村祐二郎ほか編，357pp., 1989年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 34 号　堆積盆地と褶曲構造―形成機構とその実験的研究―．三梨　ほか編， 209pp., 1990年３月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 37 号　古日本海東縁の新第三系―層序・古地理・古環境．小林巌雄ほか編， 326pp., 1992年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 38 号　変動帯における砕岩類の組成と起源―日本列島を例として―．君波和雄ほか編，401pp., 1992年３月刊，会員頒価

3,500円，〒340円
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．（入荷しました）
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第109年学術大会講演要旨集（2002年９月刊，新潟）会員頒価3,500円，〒500円
第110年学術大会講演要旨集（2003年９月刊，静岡）会員頒価3,500円，〒500円
第110年見学旅行案内書（2003年９月刊，静岡） 会員頒価1,500円，〒350円（静岡大会セット購入の場合送料実費請求）
第111年学術大会講演要旨集（2004年９月刊，千葉）会員頒価3,500円，〒500円
第111年見学旅行案内書（2004年９月刊，千葉） 会員頒価2,000円，〒350円（千葉大会セット購入の場合送料実費請求）

クリアファイル：学会オリジナル．A４版透明タイプ　会員頒価　１枚100円
フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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日本地質学会　会員各位

日本地質学会行事委員会は，第111年学術大会（千葉大会）において学会の目的及び倫理規定に反する講演申し込みのあった要旨に対して，修正ある
いは，受理を拒否することができるとしました．日本地質学会では第112年学術大会（京都大会）より恒常的に実施することにいたしました．法務委員
会では，日本地質学会行事委員会規約に基づき，異議申立の手続及びその処理についての規則を定めましたのでお知らせいたします．

2005年６月13日
日本地質学会法務委員会
法務委員長　上砂正一

日本地質学会学術大会講演申し込み異議申立に関する処理機構規則について

日本地質学会学術大会講演申込異議申立に
関する処理機構規則

第１条（目的）
この規則は，日本地質学会行事委員会規約に基づき，学術大会講演申込

への修正要求または受理拒否に対する異議申立の手続及びその処理につい
て必要な事項を定めるものである．
第２条（異議申立処理機構の設置）
学術大会講演要旨に対して日本地質学会行事委員会（以下「行事委員会」
という．）から修正要求を受け，あるいは，受理を拒否された者（以下
「申立人」という．）が，当該修正要求ないし受理拒否に不服があるとして
申し立てた異議について，審査処理を行うため，異議申立処理機構（以下
「処理機構」という．）を日本地質学会に設置する．
第３条（職務の基本）
処理機構は，設置の趣旨に則り，学会の目的及び倫理規定に従い，迅速

かつ公正中立な処理を行うものとする．
第４条（構成等）
１　処理機構は，法務委員会及び評議員会（これらのうち行事委員会構成
員は除く．）全員から構成し，法務委員長を責任者とし，評議員会議長を
副責任者とする．
２　処理機構は，異議申立があったときは，以下の基準にしたがって担当
者を指名し，速やかに３名からなる担当委員会を設立して，当該異議申し
立て案件を付議する．
（1）法務委員会から１名
（2）評議員会から２名
（3）（1）及び（2）は申立人の関係者もしくは審査に公正を欠くと疑わし
める者は除く．
３　担当委員会の長は，法務委員会の構成員がその職に就く．
４　第２項による担当委員の指名，担当委員会の設立，及び前項の担当委
員会の長の指名は，責任者が評議員会議長の同意を得て実施する．ただし，
評議員会議長の同意は，事後の同意によることを妨げない（以下，本規則
において同様とする．）．
５　担当委員に欠員が生じたときは，直ちに，第２項の基準にしたがって
責任者が評議員会議長の同意を得て指名するものが職務を代行する．
６　責任者は，４項及び５項の指名をしたときは，その旨を理事会に通知
する．
第５条（担当委員会の任期）
異議申立処理にあたる担当委員会の任期は，責任者が指名した日より学

術大会が終了する日までとする．
第６条（異議申立事由）
異議申立は，学術大会講演要旨を提出した個人または団体が，行事委員

会の講演要旨に対する修正意見または受理拒否を受けた場合に，当該修正
意見または受理拒否に対して不服が存するときに，日本地質学会に対して
行うことができる．
第７条（異議申立手続）
１　異議申立は，次の事項を記載した申立書を処理機構に提出して行わな
ければならない．
（1）申立人の氏名または名称，住所及び電話番号（FAX番号，電子メー
ルアドレスを保有している場合はそれらも記載する．以下同様とする．）．
申立人が団体である場合は，団体名，代表者の氏名，代表者の連絡先住所
及び電話番号．代理人による申立の場合は，代理人の氏名，連絡先住所及
び電話番号．
（2）投稿した講演要旨（添付書類とすることで代えることができる．）
（3）行事委員会によりなされた処分内容（行事委員会からの通知書を添付
することで代えることができる．）
（4）異議の理由（処分内容に対する申立人の見解）
（5）申立の年月日
２　前項の申立書には，根拠となる書類その他参考となる資料を添付する
ことができる．
３　第１項の申立は郵送（Fax，電子メールでも可）により行うことがで
きる．ただし，第８条規定の申立期間内に処理機構に到達しなければなら
ない．

４　異議申立は代理人による申立を妨げない．但し，代理人による申立を
行う場合には，委任の趣旨を明記した委任状を申立書と共に提出しなけれ
ばならず，代理人として選任され得る者は，日本地質学会会員，または処
理機構の責任者が代理人となることを許可した第三者のいずれかとする．
許可の申立は異議申立と同時にすることができる．
５　処理機構は，第１項の申立の様式を満たさない場合，あるいは前項の
代理人の要件を欠く代理人による申立については，異議申立を受理しない
ことができる．
第８条（異議申立期間）
前条の異議申立は，学術大会講演要旨に対して行事委員会から修正要求，
あるいは，受理拒否の通知が到達した日から５日以内（到達した日を含む）
に申し立てなければならない．
第９条（審査）
１　担当委員会は，処理機構から付議を受けてから，速やかに審査を行う．
２　担当委員会は，合議により，行事委員会の修正意見または受理拒否が，
学会の目的あるいは倫理規定に照らして，不当であるか否か，あるいは行
事委員会がその裁量を著しく逸脱したものであるか否かを審査する．
３　担当委員会は，第７条により提出された異議申立にかかる資料に基づ
き審査を行い，かつそれで足りるものとし，独自に資料収集ないし証拠の
収集を行わない．ただし，必要があると認められるときは，申立人，行事
委員会または第三者に対して説明を求め，あるいは資料の提出を求めるこ
とができる．
第10条（裁定）
１　担当委員会は，指名を受けてから５日以内に，合議により，異議申立
に対する裁定を行う．
２　裁定には，行事委員会の修正意見または受理拒否が正当であるか，ま
たは不当であるかを示さなければならない．行事委員会の修正意見または
受理拒否の一部分について正当または不当を裁定することを妨げない．た
だし，担当委員会の合議が整わないときは，担当委員会の長が決するとこ
ろによる．
３　担当委員会は，合議により，前項の裁定とともに，あるいは前項の裁
定に代えて，申立人により提出された講演要旨に対する修正意見を裁定と
して述べることができる．ただし，担当委員会の合議が整わないときは，
担当委員会の長が決するところによる．
４　担当委員会は，第２項または前項の裁定を記した裁定書を作成する．
５　裁定書には，責任者，及び担当委員全員が記名押印する．ただし，担
当委員の押印については代印を妨げない．
６　責任者は，処理機構の名義で裁定を申立人（代理人による申立の場合
には代理人）及び行事委員会に通知する．
第11条（担当委員会の責務）
担当委員会は，異議申立の処理にあたっては，第３条の趣旨に則って職

務を遂行し，秘密を保ち，常に公正不偏の立場を保持するとともに，関係
当事者の正当な権利を損なわないように留意するものとする．
第12条（裁定に対する不服申立）
申立人及び行事委員会は，処理機構に対し，第10条の裁定に対する再度

の異議申立をすることができない．
第13条（結果等の報告）
処理機構は，異議申立に対する処理結果を，速やかに理事会に報告する

ものとする．
第14条（記録等の保存）
異議申立に関する記録（添付資料等を含む）は５年間，裁定書は20年間，
保存する．但し，添付資料については，申立人に５年間の保存を命ずるこ
とで代えることができる．
第15条（守秘義務）
処理機構の構成員または構成員であった者は，異議申立処理業務に関し

て，その職務上知ることができた秘密を正当な事由なく他に漏らしてはな
らない．
第16条（細則）
この規則に定めるものの他，この規則の実施及び手続きについて必要な

事項は細則で定める．
附則（2005年６月13日）
第１条（実施期日）
この規則の実施時期は，2005年６月14日からとする．



2005年３月５日から７日にかけて熊本県阿蘇山にある
京都大学火山研究センターにおいて「Project A 第６回ミーティ

ング in Aso」が開催された．「Project A」の「A」とは元々

「Archean」のことであり，初期地球からの地球の歴史を極めよう

とするプロジェクトという意味である．６年前から若手研究者の成

果報告会として清川昌一・伊藤 孝・池原 実・北島富美雄各先生ら

を中心に毎年３月ごろにミーティングを行っており年々参加者が増

えている．現在では「Archean」にとどまらず，Age，Accretion，

Arc，Asiaなど何らかのAに関連づけて，広い範囲を網羅するとい

う意味の「All」となり，様々な研究分野の若手研究者・学生が集

まり，語り合う交流の場となっている．Project Aのテーマは，「地

球史を通した地球の理解」そして「複雑系地球を解明するために，

個人の研究がどのような位置づけになるかを考え，他分野・専門外

の人々にアピールすること」である．今回は，清川先生が2004年夏

のIODPの船に乗船している時に意気投合した，京都大学火山研究

センターの後藤秀作先生の計らいによって同センターにおいて開催

されることとなった．地球の熱を体感し，過去の歴史を解き明か

す！のスローガンのもと，全国から「地球」を研究する様々な分野

（地球化学・古生物学・年代学・構造地質学・古海洋学・岩石学・

古地磁気学…）の研究者・学生が総勢40名集まった．

２つの巡検と総勢40名の口頭発表…嵐のように過ぎ去った３日間

であった．あいにく３月なのに前日から雪注意報がでており，巡検

などが危ぶまれたが，３月５日朝に福岡に集合した面々は６台の車

に分乗し熊本県南部球磨川流域に向かった．昼から雪が降りはじめ

たが，九州最大河川の球磨川に露出する３億年前の地球を堪能し，

そこから阿蘇へ．火山研究センターは高台にあり，雪の中８時頃に

到着．やっと一息，と思ったらここで終わらないのが「Project

A」！夜の10時過ぎからシンポジウムが始まった．終わったのは12

時半ころだったかな…．３月６日は午前中に渡辺一徳先生（熊本大

学）から阿蘇山についてのお話があり，午後から阿蘇山の巡検．夜

はもちろん12時過ぎまでシンポジウム！最終日の３月７日は，終日

口頭発表が続いた．ここでは２つの巡検とシンポジウムについて，

その様子を紹介する．

巡検

初日は，尾上哲治博士（鹿児島大）の先導で熊本県球磨川中流域

に露出する三宝山付加コンプレックスの巡検が行われた．テーマは

「三畳紀・ジュラ紀パンサラッサ海の浅海から深海までをあるく」．

三宝山付加コンプレックスは西南日本外帯の秩父累帯南縁部に分布

し，玄武岩類，上部トリアス系石灰岩，中部トリアス～中部ジュラ

系珪質岩の大規模スラブ状岩体で特徴づけられ，球磨川沿いは最も

露頭がよいとされている．そこでは海洋型の海山の堆積作用や山体

崩壊の構造を見る事ができた．世界的にもほとんど明らかにされて

いないパンサラッサ海の情報がここに満載されているとのことだっ

た．尾上さんはインフルエンザによる38度の高熱を押しての迫力あ

る案内であった．

２日目は，渡辺一徳先生（熊本大学）による阿蘇地質巡検が行わ

れた．まずスライドで阿蘇火山の活動状況などについて説明を受け

たあと，雪の影響の少ない大観峰から巡検がスタートした．阿蘇火

山全体を見渡し，圧倒的なスケールのカルデラを前に９万年前の破

局的大噴火をイメージすると，肌が粟立つ程の興奮が感じられた．

午後に道路の雪がとけるとともに阿蘇山上へ行き，まず火口の観察

を行った．ガスマスクとヘルメットを装着し，一般の観光客は入れ

ない火口観察ビデオ設置地点まで行き，火口内部の様子を観察した．

そこは，足を滑らせたらそのまま火口まで落ちてしまう断崖絶壁で，

雪に覆われた火口壁越しにのぞいた火口には噴気がもうもうとあが

っていた．何分か待つと風向きが変わって，運良く火口底を眺める

ことができた．数百mほど下の足下の火口壁の絶壁からつづく火口

には火口湖はなく，底はぼこぼこと灰色の熱水泥が地下から吹き上

がっていた．一つのボコボコが高さ数十mあがっ

ているそうで，火口の大きさに改めて感激した．

その周りには硫黄が昇華して黄色く変色している

部分もちらほらある．現在の火口の活動はやや活

発で，水たまりの水位は徐々に下がってきている，

ということだった．火口を見学した後，砂千里の

方でサージ堆積物を観察した．巨大な岩石が吹き

飛ばされているのが観察され，改めて爆発の威力

を感じた．阿蘇火山の露頭スケール，音，におい，

どれをとっても写真やテレビなどでは到底味わえ

ない迫力だ．百聞は一見に如かず．生きている地

球を目の前に五感を使って体感することができ

た．

巡検の途中に後藤秀作先生の案内で，５人ずつ

のグループで阿蘇火山の山体の地下30mに作られ

た京都大学火山研究センターの観測施設を見学さ
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安永　雅（M1）・大岩根　尚（M2）
九州大学理学府地球惑星科学専攻

「Project A 第6回ミーティング
in Aso」参加報告

院生コーナー

阿蘇火口内部．火口湖の水位が下がり泥が干上がって亀裂が入って

いる．湯だまりの直径は数十m．

球磨川メガロドンを含む石灰岩露頭前での集合写真．



せていただいた．火口から数百m離れた斜面に鉄筋の小さな建物が

あり，その中の長い螺旋階段を降りると，側方にトライアングル状

に掘られた地下坑に出た．中に入ると意外に暖かく13度ほどに一定

しているらしい．ここには，傾斜計，重力計，地震計などが設置さ

れており，常時阿蘇火山の変動をオンライン観測している．

時々吹雪く巡検であったが，外輪山，火口壁，そして火山体内部

と，阿蘇火山をいろんな角度から観察することができた．なんと最

後の露頭では雲が晴れ，米塚の近くにある単性火山の真っ赤な断面

が夕日に照らされ，錯覚であるが火山内部が透き通ってみえた気が

した．

シンポジウム

場所は京大火山研究センターおよび南阿蘇村長陽中央公民館にて

行われ，参加者全員がなんらかの口頭発表を行った．発表といって

も全然固い雰囲気はなく，だれでも質問できる和やかな雰囲気の中

での発表だった．話し下手で緊張しやすい私の初めての口頭での発

表も，その雰囲気と良心的な質問で落ち着いて話すことができた．

できればいつもこのような場で発表したいな…などとも思ったもの

だが，そうはいかない．場数を踏んで少しずつ，落ち着いて人に分

かり易く発表できるよう成長したい．

発表は多岐にわたった．対象地域は，地元九州から始まり，日本，

中国，キルギス，中央海嶺，アフリカ，ハワイ，オーストラリア，

南極などグローバルに広がり，年代的にも太古代から現世にまでわ

たり，まさに地球史を通して地球全体を眺めることができた気がし

た．専門も，地質学，岩石学，地球化学，古地磁気学，古環境学，

年代学など多岐にわたり，特に博士課程を修了された方が多く参加

されたために内容が新しく，それぞれの分野の最新科学を学ぶこと

ができた．歴史を解くという見地から，「地球」という研究対象に

対していろいろなアプローチがつながっており，多くの謎を秘めて

いる地球の懐の深さを思うと，研究に対する意欲が湧きあがってき

た．

終わりに

わかりやすいプレゼンテーション，理路整然とした質問・応答が

行えることは，国際社会に出て行くときに非常に重要であるはずだ．

多くの研究者や学生の発表を聞き，質問し，様々な分野の研究に触

れ，交流できたことは大きな刺激になった．そして地球科学の基礎

を垣間見たことは学科の授業からはえられない科学の最前線を知る

ことができた．また，自分と同じように研究を頑張っている同年代

の学生が多くいることを知り励まされ，我々が次の地球科学のパラ

ダイムが開けるよう一生懸命研究・勉強に励もうと思った．特に，

雪の中の巡検案内をして頂いた渡辺一徳先生や宿泊させていただい

た火山研究センターの方々，シンポジウム会場であった南阿蘇村長

陽公民館の方々には非常にお世話になったと感じた．

最後に，３日間宿泊・夕食（スペシャル鍋）・朝食付きで学生

5000円だったので，値段にしては本当に内容の濃いミーティングだ

ったと思った．特に最終日の阿蘇の馬刺しは最高だった！ Project

Aの第７回ミーティングは来年3月の予定だ．次回はどんな出会い

が待っているのだろう…

参加者（敬称略）：清川昌一・北島富美雄・石橋純一郎・尾上哲

治・香月興太・藤内智士・大岩根　尚・小牟礼麻依子・狩俣　薫・

安永　雅・長谷川孝宗・高下将一郎・多良尚毅（以上九州大），渡

辺一徳・可児智美・福井真美子・山崎誠子・三好雅也（以上熊本

大），帆足雅通・古沢美由紀（以上鹿児島大），宇野康司（京都大），

荒川洋平・堀江憲路（以上広島大），池原　実（高知大コアセンタ

ー），伊藤孝・石田千佳・片上亜美（以上茨城大），新正裕尚（東京

経済大），棟上俊二・立山哲雄・野見山俊治（以上福岡教育大），山

口耕生（IFREE），岡崎裕典・菅沼悠介・野牧秀隆・黒田潤一郎・

辻健・金原富子（以上東大海洋研）
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ミーテング風景（熊本大学・渡辺一徳教授）． 阿蘇外輪山大観望にて．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸い
です．
t02h106@amail.shinshu-u.ac.jp 北沢俊幸（信州大）
iba@eps.s.u-tokyo.ac.jp 伊庭靖弘（東京大）
tksmcdr@hiroshima-u.ac.jp 高島千鶴（広島大）
f04j003d@mail.cc.niigata-u.ac.jo 梅津慶太（新潟大）

日本地質学会関東支部主催　第２回フィールドキャンプを行います！！

日本地質学会関東支部では，「進級論文」のインターカレッジ版としての昨年に続き，第２回目のフィールドキャンプをいます．

期間：2005年８月20日（土）～28日（日） 実施場所：埼玉県小鹿野町，両神村の山中地溝帯

申込締切：2005年７月15日（金）

申込・問い合わせ先：第２回フィールドキャンプ実行委員会

中山俊雄（東京都土木研究所：nakayama@doken.metro.tokyo.jp）

伊藤谷生（千葉大学理学部：tito@earth.s.chiba-u.ac.jp） 詳細は，学会HPを参照して下さい．
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　　　  年Year 　　月Mo 　　日Day 生born on　 

　　　　　   大学 University　　　　　学部 Faculty　　　　年卒業（見込み）Year completed

修士 Master :　　　　　大学 Univ.　　　　研究科 Fac.　　　　年修了（見込み）Year completed

入　会　の　ご　案　内 
　入会ご希望の方は下記の入会申込書を日本地質学会事務局へお送りください． 
　入会には正会員1名の紹介が必要です．近くに紹介者となるべき会員がいない場合はその旨お申し出ください． 
また、申し込み時には、初年度の会費を添えてお申し込みください． 
　申込書送付先：101－0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル６F　日本地質学会 
　送金先：郵便振替口座　00140－8－28067　日本地質学会 
　会費額：正会員12,000円（院生割引＊8,000円、定収のない方に限る）　準会員5,000円 
＊院生割引を希望される方は、下記の院生割引申請欄に指導教官の署名、捺印をもらってください． 

日本地質学会入会申込書　 
＊会員番号 ＊会員種別　□正会員（□院生割引）□学生 

氏名（ふりがな）Name in Japanese ローマ字表記 family name         first name

Sex：□ 男 Male　□ 女 Female　Country： 

学位　Degree:  □ 博士Dr.  □ 修士 Master  □ 技術士 Engineer  □ その他 Other

専門（下欄から3つまで） 
（Specialities less than 3 items）  1.         　　　　 2.    　　　　      3.　　　　　　　　　 
学歴 Academic career :

　　　　　   学校 High school　　　　年卒業 Year completed

博士 Doctor :　　　　　大学 Univ.　　　　研究科 Fac.　　　　年修了（見込み）Year completed

自宅住所Home address （郵便番号Zip code　　　　　－ 　　      ） 

電話Phone :　　　　　　　　　　　 　　ファックスFax :

電子メールE-mail :

所属機関・住所 Affiliation with address : （郵便番号 Zip code   　　　  －           ） 

電話Phone :　　　　　　　　　　　 　　ファックスFax :

電子メールE-mail :

連絡先 Correspondence :  　□ 自宅 Home   □ 所属機関 Office

紹介者名（正・院生会員）       　　　　　　　　　　　　印 

Recommended by （name of member）　　　　　　　　　　Signature        　　　　　　　 

院生割引申請欄：運営細則に基づき会費の院生割引を申請いたします． 

指導教官（員）　所属：　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　印 

＊受付（　　　　年　　月　　日）＊入金（　　　　年　　月　　日）振替・現金・銀行・他 
＊承認（　　　　年　　月　　日）＊送本（　　　　巻　　　号） 

上記本学の学生につき，定収のない院生（研究生）であることを証明いたします． 

太枠内のみにご記入ください（＊Official use only) 
専門分野（番号で）01：層位　02：堆積・堆積岩　03：古生物　04：構造地質　05：火山・火山岩　06：深成岩 
07：変成岩　08：鉱床地質（金属・非金属）　09：鉱床　10：鉱物　11：燃料地質　12：地熱　13：第四紀 
14：環境地質　15：都市地質　16：土木地質　17：土質工学　18：水文地質　19：探査地質　20：土木工学　 
21：情報地質　22：地震地質　23：海洋地質　24：地球物理　25：地球化学　26：地質年代学　27：地理　 
28：地学教育　29：考古学　30：その他　40：地球惑星学 

Application form for the Geological Society of Japan





狡日本地質学会　〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F 電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp


